
令和４年度 １人１台端末の活用による実践事例 

学 校 名 岡山県立玉島高等学校 

実践者等 難波 周子 実践日 令和４年５月 30日 

実践場面 
（教科・科目（単元名）、学校行事等） 

現代の国語 ポスト・プライバシー 

対象生徒（学年等） １年 普通科 

育成を目指す資質・能力 □知識・技能 ■思考力・判断力・表現力等 ■学びに向かう力・人間性等 

分類 
授 業 中 

■クラウドやアプリの活用 ■デジタルデータの保存    ■思考やデータの可視化  

■データの共有や共同編集 ■対話を充実させる活用    □思考を促す活用 

□表現を充実させる活用  □課題のやり取りと評価の支援 □効率化や省力化 

□その他（     ） 

家庭学習 ■振り返り □探究 □反転学習 □補習・定着 

実践の内容 

【授業展開（導入部分）】 

（１）Jamboard を課題として配布する。 

  クラスを４人×１０班に分け、班で一つの付箋を

使用するよう指示。 

（２）「SNSのメリットとデメリット」について班で意見を  

出させる。 

  自分たちで使用していて感じたこと、ニュースなどで

目にしたことをもとに意見を書く。メリットは黄色付

箋・デメリットは青付箋で色分けし、生徒に分類させ

る（図１ SNS のメリット）。        
                             

（３）意見をクラス全体で共有する。 

 教室前方のスクリーンに写し、班の意見をクラスの生徒全体で共有する。「ネット社会では他人

に成り代わることは容易である」というような意見から、「ネットとアイデンティティ」ついて、

教材を用いながら考えていくことを伝える。 

（４）文章を音読し、読解の活動に入る。 

【ICT 活用のメリット・デメリット】 

  日常生活に関わる身近な問題を生徒自身に考えさせ共有する導入はよく行われるが、ICT を活用す

ることによって間延びすることなく、教材本文に入ることができたように思う。 

  ただ現代の国語全体を通して、今回のような導入・振り返り・まとめの活動など、断片的な活用

に留まっており、常に効果的に活用できているとは言えない現状があり、ICT の活用について一層の

研究が必要である。 

【本時と家庭学習との連動】 

（本時前） 

・予め「SNS」や「ネット社会」について考えていくことを   

示しておく。 

（本時後） 

・フォームを使用して本時の振り返りを行う。授業の内容を踏 

まえた小テストと、授業の中での学びで「なるほど！」「わ

からなかった」と思うことを自由記述する欄を作成し、次回

の授業で内容を共有する（図２）。            

Jamboard の活動によって、「SNS 上での成り代わりが可    

能」という危険性に気づくことができたという意見も見られ

た。  

                                                           

（図２）授業振り返りフォーム 


